
 

褒めること  
校 長  刈  谷  忠  司  

 

 １ １ 月 に 入 り 、 す っ か り 秋 ら し く な り 、 朝 晩 の 寒 暖 差 が 大 き く な っ て き ま し た 。

そ れ と と も に イ ン フ ル エ ン ザ が 流 行 り だ し 、本 校 で は 、学 年 閉 鎖 に 続 き 、学 校 閉 鎖

を 実 施 し ま し た 。閉 鎖 明 け は 、イ ン フ ル エ ン ザ は 減 っ て い ま す が 、コ ロ ナ と 合 わ せ

て 、換 気 な ど 感 染 防 止 対 策 を 行 い ま す 。ご 家 庭 で も 引 き 続 き ご 協 力 を よ ろ し く お 願

い し ま す 。  

さ て 、普 段 ど の く ら い お 子 さ ん を 褒 め て い る で し ょ う か ？「 褒 め る 」こ と に つ い

て の 興 味 深 い 記 事 を 紹 介 し ま す 。褒 め る と い う 行 為 は 、意 外 と 気 恥 ず か し か っ た り 、

よ っ ぽ ど な こ と が な い 限 り は し な い と い う 人 も 多 い の で は な い で し ょ う か 。私 自 身

も 褒 め る の は 得 意 で は あ り ま せ ん 。し か し 、「 応 用 行動 分 析 学 」で は「子 ど も の『 望

ま し い 行 動 』に 着 目 し て 褒 め る こ と で 、そ の 行 動 が 増 え 、結 果 的 に 問 題 行 動 が 減 っ

て い く 。」こ と が証 明 さ れ て い ま す 。例 え ば 「『 廊 下を 走 っ て い る 子 を 叱 る 』の で

は な く 、『 廊 下 を 歩 い て い る 子 を 褒 め る 』こ と で 、歩 く 子 ど も が 増 え て い く 」 と い

う こ と で す 。ま た 、決 ま り を 破 っ た 子 ど も を 叱 っ た り 、罰 を 与 え る こ と が 、問 題行

動 を 減 ら す こ と に は つ な が ら な い と い う こ と で す 。「 子 ど も の せ い に し な い 。周 囲

の 状 況 や 環 境 を ど う 変 え た ら 問 題 が 起 こ ら ず 、 望 ま し い 行 動 が 増 え る の か を 考 え 、

働 き か け て い く の が ポ イ ン ト 」、注 意 す べ き は「 望 ま し い 行 動 」を 、大 人 の 都 合 だ

け で 決 め な い こ と 。「 大 人 が 子 ど も を 管 理 し や す く す る た め で は な く 、誰 も が 幸 せ

に 過 ご せ る よ う に す る た め の 行 動 と は 何 か を 考 え る の が 大 事 。児 童 生 徒 と 先 生（ 保

護 者 ）が 一 緒 に 話 し 合 い 、定 期 的 に 見 直 す と い い 」そ う で す 。子 ど も を 中 心 に 考え

る こ と が 大 切 で す ね 。学 校 で も 、子 ど も た ち の 良 い 点 に 着 目 し た 支 援 を 大 切 に し た

い と 思 い ま す 。ご 家 庭 で も お 子 さ ん が ど ん な 姿 に な り た い の か や 保 護 者 の 方 が ど ん

な 願 い を お 子 さ ん に 持 っ て い る の か を 話 し て み て く だ さ い 。そ う す る こ と で 共 通 理

解 が 深 ま り 「 褒 め る 」 こ と が 増 え る か も し れ ま せ ん 。 ぜ ひ 、 チ ャ レ ン ジ を ！ ！  

 

出 典：共 同 通 信 と Yahoo 共 同 企 画 ．2023 .10 .20「 子 ど も を 叱 る の は も う や め る 」

と 決 め た 公 立 小 学 校  褒 め る 技 術 磨 く 先 生 た ち 、職 員 室 ま で 明 る く な っ た  #令 和 の

子  

 

 

日  
曜 日  

 下校バス 

14 :40  15 :40  

1  水    〇  

2  木    〇  

3  金  文 化 の 日    

4  土     

5  日     

6  月  ３ ～ ６ 年 6時 間 授 業  〇  〇  

7  火    〇  〇  

8  水  分 掌 部 会  〇  〇  

9  木   〇  〇  

1 0  金  １ ・ ２ 年 4時 間 授 業  13 :25  〇  

1 1  土     

1 2  日     

1 3  月  学 芸 会 特 別 日 課  14 :25  〇  

1 4  火  ３ ～ ６ 年 6時 間 授 業  A L T  〇  〇  

1 5  水  教 育 相 談 ～ 1 2／ 2 1  児 童 係 打 ち 合 わ せ  〇  〇  

1 6  木  司 書 読 み 聞 か せ  A L T  〇  〇  

1 7  金    児 童 観 覧 日  ３ ～ ６ 年 6時 間 授 業  〇  〇  

1 8  土  オ ホ ー ツ ク 東 部 地 区 P T A連 合 会 研 修 会 （ 小 清 水 町 ）    

1 9  日     

2 0  月  校 務 運 営 委 員 会  こ と ば 保 護 者 面 談 ～ 1 2 ／ 1  ３ ～ ６ 年 6 時 間 授 業  〇  〇  

2 1  火  学 芸 会 前 日 準 備  A L T  14 :25  〇  

2 2  水    学 芸 会  13 :25  〇  

2 3  木  勤 労 感 謝 の 日  東 部 地 区 P連 子 育 て 研 修 会 （ 斜 里 町 ）    

2 4  金  １ ・ ２ 年 4時 間 授 業  5年 社 会 科 見 学  13 :25  〇  

2 5  土  
土 曜 授 業 ⑤  心 に 響 く 道 徳 教 育 推 進 事 業  

金 管 バ ン ド ス ク ー ル バ ン ド フ ェ ス （ 紋 別 市 ）  
11 :35  -  

2 6  日     

2 7  月    職 員 会 議  14 :25  〇  

2 8  火    和 牛 給 食  A L T  〇  〇  

2 9  水    参 観 日 （ １ ・ ２ 年 、 ５ 時 間 目 ）  委 員 会 ③  14 :25  〇  

3 0  木  
  参 観 日 （ ３ ・ ４ 年 ５ 時 間 目 、 ５ ・ ６ 年 ６ 時 間 目 ）  

  情 報 モ ラ ル 教 室 （ ５ ・ ６ 時 間 目 ）  A L T  
14 :25  〇  

 

小清水小学校ホームページ（随時更新） 

月間学校行事予定・年間行事予定も閲覧できるようになっています。 

http://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/elementary/ 

        小清水小学校 学校だより  

        羽  ば  た  け 

              令和 5年 11月 7日 ＜第 7号＞  

http://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/elementary/


 

 

 本校では１０月２７日（金）６校時より６年生、１０月３１日（火）より３年生がインフルエンザ罹患

と風邪症状の欠席者が多数出たため、それぞれの学年を閉鎖といたしました。その後、全校的にも感染拡

大の恐れがあることから、１１月１日より１１月５日までの期間を学校閉鎖としました。 

閉鎖期間が終わり、昨日から学校再開となりましたが、依然としてインフルエンザの流行が続くと予想

され、１１月２日には網走保健所からもインフルエンザ注意報が出されています。 

そこで、各ご家庭におかれましても感染拡大防止と健康管理に、より一層ご留意をいただきますようお

願いいたします。なお、インフルエンザ罹患による出席停止期間は『発症した後５日を経過し、かつ、解

熱した後２日を経過するまで』（学校保健安全法第１９条、学校保健安全法施行規則第１９条）となって

います。インフルエンザは最短５日のお休み、そして熱が下がった日から２日経過していないと登校でき

ませんので、ご注意ください。欠席連絡は「マチコミ」をご利用いただき、次のことをご入力ください。  

＜インフルエンザ罹患時の欠席連絡内容＞ 

① 発症日（主に発熱した日）              

② 現在の発熱の有無や症状 

③ 出席停止期間（解熱していれば登校可能な日） 

④ 医師の指示など 

＜インフルエンザの予防について＞ 

① からだの抵抗力をつける 

十分な栄養と休養、ストレスをためない。 

② ウイルスをもらわない 

人混みをさける・室内の乾燥に気をつける。（湿度 50～60％目安）・マスク着用・石鹸での手洗い。 

③ 人にうつさない 

症状があるときは外出を控える・マスクを着用し咳エチケットに心がける。 
 

インフルエンザによる学校閉鎖（１１月１日～５日）に伴い、今年度の学芸会を１１月１１日（土）から

２２日（水）に延期して実施することとなりました。 

１０月２７日から特別日課が始まり、各学年・学級で本格的に練習や準備を開始していた中での学校閉鎖

で、１１月１１日までに十分な練習・準備ができないと判断し延期となりました。保護者の皆様には、お仕

事の予定など急な変更となり申し訳ありませんが、ご来校いただき、子どもたちの練習の成果に、温かい拍

手をいただければ幸いです。 

なお、２２日学芸会当日にご都合が悪い方は、１７日（金）の児童観覧日に観覧することができますので、

希望される場合は担任までご連絡ください。 

＜学芸会当日の日程と内容＞ 

１ 金管バンド  ８：３５～ ８：５０（１５分間） 「リバーダンス」ほか（金管） 

２ １年生    ８：５５～ ９：１５（２０分間） 「わたしたちのせいちょう」（総合劇） 

３ ２年生    ９：２５～ ９：４５（２０分間） 「シン・スイミー」（総合劇） 

４ ３年生    ９：５５～１０：１５（２０分間） 「３年生の学芸会」（器楽） 

５ ４年生   １０：２５～１０：５０（２５分間） 「ワタシノ」（学習発表） 

６ ５年生   １１：００～１１：２５（２５分間） 「Under the 0khotsk Sea」（器楽） 

７ ６年生   １１：３５～１２：００（２５分間） 「タピオカ・ツンドラ」(劇)「おわりのことば」 

給 食    １２：０５～１２：４５  下校・下校バス １３：２５ 

※観覧の際の目安となります。今後、若干の変更の可能性があります。 

※会場図や観覧についての詳細は、プログラムでご確認ください。 

※インフルエンザの流行状況によっては、変更も考えられます。その場合は、あらためてお知らせいたし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 1 日（日）開催予定の『町民健康マラソン大会』が中止となり、各学年において『マラソン

記録会』が行われました。３・４年生は 10 月 10 日に実施予定でしたが、雨天のため 11 日に実施

されました。スタート直後に雨が降りだし、雨天の中で走ることになりましたが、児童達は雨にぬれ

ながらも最後まで走り抜きました。１・２年生は、３・４年生と同日の午後に実施しました。雨は上

がりましたが、コースには水たまりが所々にあり、万全な状況ではない中でしたが、皆はじめてのマ

ラソンを走り終えました。５・６年生は 10 月 13 日、絶好のマラソン日和の中で実施されました。

高学年の力強い走りに対し、保護者からも熱い声援が送られていました。それぞれの競技終了後に

は、町民健康マラソン大会で頂く予定だった『50 回記念大会ボトル』とスポーツ飲料が配られまし

た。  

保護者の皆様、お忙しい中応援に来ていただきありがとうございました。  

 

 ２学期に入り、教員が互いに授業を参観し合い、授業改善を図る目的で教科別研修が行われています。 

 １０月１８日（水）には、オホーツク教育局義務教育指導班  東 優佑指導主事をお迎えし、３・４時間

目は全学級の授業公開、５時間目には３年２組担任 畠山 愛海教諭が国語科「ちいちゃんのかげおくり」

の特設授業を行いました。３年２組の児童達は、大勢の先生に囲まれて少々緊張した様子でしたが、元気よ

く積極的に授業に取り組んでいました。放課後には研究協議が行われ、東指導主事より全授業に対する講評

・アドバイスをいただきました。 

 これからも、校内研究主題である『みんなが生き生き、学びを実感できる子の育成』のもと、研究主題に

迫るために授業改善を図り研鑽を積んでまいります。  

 

インフルエンザは罹患した本人のみ出席停止と

なります。同居兄弟姉妹は、風邪症状がなけれ

ば登校可能です。風邪症状がなくて、「不安で

休む」場合は、『事故欠席』となります。 

１０月下旬、学校前横断歩道のそばに看板が設置されました。 

看板には『登下校 なれた道でも 気をつけよう』と、児童への呼びか

けが書かれています。 

最近では、秋の深まりと共に日没も早まり、下校時には暗くなっている

こともあります。また、時節柄、大型トラックも多く通っています。登校

時には、交通指導員さんが横断歩道のそばに立って見守りをして下さって

いますが、下校時には無人となり危険度が増します。慣れた道だからこそ

あらためて安全に気をつけたいものです。寄贈して下さった網走地区貨物

運送事業協同組合斜里部会の皆様、ありがとうございました。 

 


